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規制緩和以降、タクシー事業は、長引く需要減少と相まって多くの地域で供給過剰が進行しました。法人タクシーは、タクシー特
措法に基づき供給過剰の是正に努めています。

自家用車の普及、鉄道・バスなどの都市交通の整備、人口減少などの要因により、需要は減少傾向にあります。
直近では新型コロナウイルス感染症の影響により需要が急激に落ち込んでいます。

（令和３年３月末現在 国土交通省調べ）

タクシー業界の現状について

法人車両数の7割超がLPG車です。

LPガススタンド設置数

2010年1月末 1,622か所
2022年3月末 1,212か所

全国LPガス協会調べ
１



数値目標 2020年までに2010年度比20％のCo2を削減
2030年までに2010年度比30％のCo2を削減 を設定

具体的な施策（主なもの）
2020年までにタクシー車両の30％
2030年までにタクシー車両の40％ をＨＶ車及びＥＶ車等へ切り替え

出典：自動車燃料消費量統計から推計

2020年度 コロナ禍の多大な影響を受け2010年度比 約66.5％減
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「ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ業界の低炭素社会実行計画」（2015年5月）の策定



2020年度
法人タクシーの
約21％

スマホアプリによる配車可能車両数
全国で約8.9万台（2022.3月末）

３

「ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ業界の低炭素社会実行計画」の取組状況



① 非化石エネルギー使用状況
トヨタ自動車 ＦＣＶ「ミライ」等がわずかに導入されている。

② 非化石エネルギーへの転換に向けた課題・国への期待
【現状】

〇 2017年10月発売のJPNタクシー（LPガスハイブリッド）が、2022年6月末現在で
29,404台導入

〇 非化石エネルギーを燃料とする耐久性に優れたタクシー車両は、現在販売されていない
〇 LPガススタンドの廃業が相次ぎ、ＬＰガス自動車が使えない地域が増加
〇 電気自動車は、航続距離と電池寿命に不安

【課題】
（１）車両の技術開発
〇 ユニバーサルデザインのタクシー用車両の開発
（R3.8 水素電池、電気自動車等のタクシー専用車両の早期開発を自動車メーカーへ要望）
〇 水素電池車、電気自動車等の車両価格の低廉化
〇 バッテリーの性能向上及び充電時間の短縮

（２）インフラ整備
〇 水素や電気の供給インフラの整備及びLPガススタンドなど既存インフラの維持・活用方

策の検討
〇 燃料価格の高騰

【国への期待】

非化石エネルギー車両の開発及び購入に対する支援
非化石エネルギーの供給インフラ整備等への支援及び税制上の支援措置の創設

タクシーの非化石エネルギーへの転換について


